特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年05月15日　512号
10日　グループレンジャーの小林慧人君と北野大輔君が木津川一番発見を取組む　　
15人が参加　朝日・毎日・洛南タイムスが事前予告を掲載　11日には洛南タイムス、京都新聞が大きく報道してくれました。草内運動公園の少年野球試合を横目に自転車道から玉水橋を目指して出発すると、さっそく目についたのがジャコウアゲハ（黒い大きな蝶）の食草ウマノスズクサに出会いました。同じころに発生するホソオチョウ（韓国から持ち込まれた白い蝶）はいませんでした。続いてスイバやヘラオオバコ、チガヤが目につき、草むらに激しく繁茂する葛がはびこりはじめています。50年ほど前に近畿地方で絶滅と判定されたレンリソウが、木津川で発見されて絶滅寸前種としてよみがえりました。その花を見るすごいチャンスに恵まれました。皆さん大喜びでした。宮前橋を過ぎるころにはお茶摘みが始まっていました。最高級茶・玉露の生産には良い若葉が必要なので日よけを行っていますが、以前は稲藁で遮蔽していたとの説明に驚いていました。飯岡浜では、カワラサイコに出会い、砂浜を歩き、水辺ではヨシノボリ、カマツカを投網で捕獲しました。4年生の中西康太君は投網を上手に打っていました。北野君が得意の魚とりを指導してくれて、みんなを楽しませていました。木津川を楽しんだ後、中部住民センターで木津川の印象を述べ合い、絵にかきました。
春の木津川花散策　8人の参加　集合時間前でしたが、八幡に集まる大きな三川合流ほど大規模ではないですが、京田辺市の三川合流部分を観察しました。名松川と手原川、木津川、それに名もない小さな川の4本が合流するのです。そして木津川を除く3本の川の下を流れるのが防賀川で川の二階建て状態を目の前にしていつも通るけど、初めて知ったとのことでした。川が集まっているということは洪水の発生地だったこともわかります。手原川の上流に大住ケ丘住宅が造成されるまでは自然のプールでした。子どもたちにとっては格好の水遊びの場でした。すなわち水が溜まるのは木津川の水位と同じだったからです。手原川に、一筋の水もないのは木津川の河床が低下している証明です。　自転車道の大住橋を渡って、木津川の花散策に向かいました。最初にスズサイコを探すことにしました。土手の上から眺めるだけでは、なかなか繊細なカワラサイコを見つけることは難しいことです。葛がはびこる前がいいということで探しましたが、なかなか見つけることができませんでした。（伊藤さんが翌々日の観察で数本の生育が確認されたそうです）続いて堤防に隣接する藪で何やら白い大きなものが見つかり、それは「うど」の花でした。この花の撮影に中西君が堤防の下に降りてみると藪の向こうの水辺から鶏の鳴き声がやかましく聞こえてくるとのことでした。みんなで耳を澄ましてみると確かに鶏の鳴き声が聞こえてきます。どう聞いても鶏のようです。きっとこの奥に鶏を飼っている人がいるに違いないとの結論に達しました。ほかにも他の鳥らしい鳴き声が騒がしく聞こえます。11時を過ぎたので急いで京名和道路を過ぎて本日の目当てのタツナミソウを目指しました。なんと230株にも及ぶ群落となっていました。本日の目標達成です。
後日談ですが、実は手バラ川河口にブルーシートのホームレスの人が10年間ほど住まいにされていて、昨年の夏に死亡され、その時に飼っておられた烏骨鶏が行方不明になっているとの話が耳に入ってきました。　
新名神木津川架橋の橋脚の地上部分が大きく姿を見せる　昨年工事現場を見学しましたが、橋脚の陸上部分が姿を見せています。すごい大きな建造物です。川幅が500mという非常に大きくて比較するものがない広い空間ですので、その巨大さを実感できませんが、12基で46億円の工事費ですからとてつもなく高額なものなのです。それが出来上ってきていました。橋に取り付く東西の道路の工事も、その周囲の農地もどのようになっているのでしょうか。いよいよ急ピッチでした。
草内倉庫前の整理と整頓に取り掛かる　　古川章さんのご理解があって倉庫として使用させていただいていますが、この2年間ブルーシートで覆われた材料が長年、置かれているので、見苦しい状況になっています。そこで周囲に小幅な道路を設置して整頓や整理、草刈が簡単に行えるようにすることが必要と考えます。今、手元にある建築材料の壁板を通路に敷き詰めれば実現できます。各位がこれに賛同いただければ整頓整理が進みます。見違えるような倉庫周辺に生まれ変われると思われます。どうか気がついたところから取り組みを始めていただければありがたいところです。
琵琶湖淀川流域圏連携交流会の総会10日に26人の出席で行われる　　京阪線藤森駅のエコロジーセンター　活動報告、近木川での活動通じて見えるもの・・幹事の橋本夏次氏の講演ながされ、ます信頼、交流が大切と強調されました。引き続きワークショップでなぜ共同が必要かをテーマにして話し合われました。総会では事業報告や決算報告、監査委員会の報告が行われ、新年度活動方針が話し合われ、次年度予算案の決定、新年度役員体制の確立で、体制が選出されました。新年度ではカヌーでつなぐ水のえんとして笠置から大阪湾まで下るイベントも決定されました（実施時期は10～11月の予定）
2013年度京都府地域再生プロジェクト事業交付金額が決定188万円　請求は192万円　イノシシ防護柵は一般助成金と同額に調整するために、半額に減額（44000円）になりました。昨年4月から取り組んできた総額約300万円弱の3事業について実施報告と決算報告を行った結果、減額部分も多少発生しましたが、大枠での決定通知がありました。読本や炭窯屋根、イノシシ防御柵設置と大事業を完成させていただいた皆様方のご協力に心から感謝申し上げます。新年度にも絶大なご協力をお願いします。
木津川読本の配布が始まる　前号でお知らせした前文をもって山城管内の小中学校への配布のために各市町の教育委員会をお尋ねして回ります。木津川市31校、城陽市15校、八幡市12校、京田辺市12校、木津川市19校、久御山町4校、井手町3校、精華町6校、笠置町2校、和束町2校、南山城村1校、宇治田原町3校にお届けします。深田理事長、播川・大村副理事長にご足労をお願いいたします。
間もなく田植えの時期　親子田植え体験の参加者募集　5月25日（日）10時　普賢寺小学校前集合　参加希望者連絡ください
いま国際問題としてTPP交渉でコメなどの輸入を巡る大問題が提起されています。このコメにかかわって足元では、米つくり農家では高齢化問題と後継者問題が緊急の課題となっています。そして米つくりが集中してきた農家が事故や負傷などで身近なところでピンチに陥っている実情を耳にします。大変です。普賢寺地域でもこうした実例をお聞きします。里山の会はこれまで地域の方々のご理解で随分とご迷惑をおかけしてきました。こうしたピンチをお聞きするにつけ、できること（畔の草刈など）で何とかお手伝いができればと・・・・ボランティアを考えています。具体化したその時にはぜひともよろしくお願いします。
絶滅寸前種のレンリソウ観察会　5月24日（土）近鉄新田辺駅西口集合　10時～　今年は開花が見られそうです。観察会で出会えるのは初めてではないかと思います。ご参集をお待ちしています。
早瀬純一さんの調査で11日の異常な鶏の鳴き声の正体がわかる　カワウの繁殖地　一枚の写真に30羽以上が撮影されています。木津川河川敷の雑木の伐採が進み、コロニーの適所が少なくなったので、こうした大木の所をねぐらにするようになったとの事でした。琵琶湖などでは大きな被害が発生しているようです。以前精華町のシラサギのコロニーが形成されていた場所は、激しい臭いが発生して近寄れない状態になっていたとの話もお聞きしました。＜山村記＞
